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あなたが感謝に満ちているとき、慎みと恐れとをもって、わ

たしから喜ばれるように礼拝をする。感謝をささげることは、

単に年一回、祭日にするだけのことではない。それは喜びを

生み出す心の姿勢であり、また聖書の命令でもある。感謝し

ていない心では、わたしに喜ばれる礼拝をささげることはで

きない。形式的には礼拝を行うかもしれないが、自分の忘恩

により、引き戻されるであろう。 

自分の霊的、もしくは感情的な面で、困難を覚えるときは、

立ち止まって自分の「感謝している度合いの目盛り」をチェ

ックしなさい。もしもそこに出ている値が低く落ち込んでい

るなら、感謝レベルを上げられるように、わたしに助けを求

めなさい。わたしに感謝すべき理由を探しなさい。それらを

ざっと書き留めてみるのもよいだろう。あなたの目線は、あ

らゆる間違いや不備ばかりを見つめる状態から、正しくよい

ものを喜ぼうと見つめる方に変化していくであろう。 

何が起こっているとしても、自分の救いの神にあって喜んで

いられる。わたしが十字架で成し遂げたわざのゆえに、あな



たには、永遠に保障されている輝かしい将来があるのである。

この、あなたに、そしてわたしを救い主として信頼するすべ

ての者に無償で与えられる救いの賜物を、大いに喜びなさい。

心を感謝に満ち溢れさせなさい。そうすれば、わたしがあな

たを喜びで満たそう。 
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ヘブル 12:28  

このように揺り動かされない御国を受けるのですから、私た

ちは感謝しようではありませんか。感謝しつつ、敬虔と恐れ

をもって、神に喜ばれる礼拝をささげようではありませんか。 

詩篇 100:4  

感謝しつつ主の門に賛美しつつその大庭に入れ。主に感謝し

御名をほめたたえよ。 

Ⅰコリント 13:6 

 不正を喜ばずに、真理を喜びます。 

ハバクク 3:17  

いちじくの木は花を咲かせず、ぶどうの木には実りがなく、



オリーブの木も実がなく、畑は食物を生み出さない。羊は囲

いから絶え、牛は牛舎にいなくなる。 

ハバクク 3:18  

しかし、私は【主】にあって喜び躍り、わが救いの神にあっ

て楽しもう。 

 


